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「第二期鳴門市教育振興計画の改定」について 

意見募集に対する結果公表 

 

１ 募集結果 

募集期間 令和５年１月４日（水）から令和５年２月２日（木） 

意見等提出者数 2人 

提出件数 

（提出方法内訳） 

23件 

（郵便 ０通、FAX ０通、E-mail 5通、直接持参 5通） 

意見等の反映状況 

Ａ 意見等を計画等に反映するもの・・・・・・・・・・・・・    1件 

Ｂ 意見等が既に反映されているもの・・・・・・・・・・・   5件 

Ｃ 意見等を今後の参考とするもの・・・・・・・・・・・・・  16件 

Ｄ 意見等を反映する見込みのないもの・・・・・・・・・   1件 

 

※なお、意見等件数のうち、パブリックコメントの対象とならない意見が２件寄せられました。 

いただきましたご意見につきましては、今後の参考意見とさせていただきます。 

 

２ 意見等の分類 

項    目 件  数 

計画全体 0件 

第１章「計画の策定にあたって」 0件 

第２章「本市の教育の現状」 1件 

第３章１「基本理念」 1件 

２「期待される役割」 0件 

３「基本目標」 1件 

４「施策体系」 0件 

第４章１「自ら学ぶ力を育む教育の推進」 4件 

２「おもいやりの心を育む教育の推進」 2件 

３「健やかな身体を育む教育の推進」」 2件 

４「郷土愛を育む教育の推進」 1件 

５「まちぐるみの教育の推進」 2件 

６「これからの時代に対応する教育の推進」 1件 

  

 その他具体的な課題及び取組に関する意見 8件 
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３ 意見等と市の考え方 

第２章 「本市の教育の現状」 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

1 

 「1人口 （2）総人口の推計」のグラフ

下に「コーホート変化率法により算出」と

の記載があるが、このうち「コーホート

変化率法」について知っている人は少な

いと思うので、「コーホート変化率法」に

ついての説明を加筆願いたい。 

「コーホート変化率法」とは、各コ

ーホート（年齢階層別男女別人口）に

ついて、過去における実績人口の動

勢から「変化率」を求め、それに基づ

き将来人口を推計する方法でありま

す。 

「（2）総人口の推計」の最後に注釈

として加筆いたします。 

A 

 

第３章 基本理念に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

1 

理念の「ともに学び 育ち合う 共育の

まち鳴門」内容は素晴らしいが、利己主

義的な思想が広まっている社会ではう

まく伝わらない。 

根本的(基礎的)理念として目指す未

来を設定する。(理念)「明るい未来」みん

なに公平で成長する平和な社会、(戦略)

公平で競争力のある豊かな社会、(戦術) 

「今だけ、金だけ、自分だけ」利己主義的

風潮を諌め、偉い人に子どもは育っても

らいたいこと、偉い人とはなくてはなら

ない人であることをホームページ等で

発信する。 

また、上記について市として、発信に

もっと力を注いでいただくとともに、世

代間の相乗効果が導かれる施策を実施

してほしい。 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、「子どもを社会の中心に据え、

『子どもの最善の利益』を第一に考え

るまちをつくる」という基本的な認

識のもとで、家庭や学校、地域が、地

域の将来を担う貴重な人材を一緒に

育てる教育に取り組み、子どもたち

が育ち、親が育ち、教職員が育ち、教

育に関わるすべての人とまちが共に

育つ、「共育」を推進することとして

おり、個人のみならず、教育を通じて

多くの人と関わりながら、家庭、学

校、地域が共に成長することを趣旨

としており、ご指摘いただいた意図

は含んでいると考えております。 

頂いたご意見につきましては、今

後の取組の参考とさせていただきま

す。 

Ｂ 
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第３章 基本目標に関する意見等と市の考え 

１ 

鳴門は塩田から塩づくりをするのが

過去には大きな産業であって鳴門町に

ある「福永家住宅」は国指定重要文化財

建造物に指定されている。 

「３章基本構想と施策体系、３基本目

標（4）郷土愛を育む教育の推進、③次

代へつなぐ文化財の継承と活用」の中

へ、この「福永家住宅」を加筆してほし

い。「貴重な共有財産として地域で育ま

れ伝えられてきた福永家住宅など文化

財の保護と活用を進め、地域住民とと

もに次代に継承することができる環境

づくりを推進します」のように加筆して

ほしい。 

「本計画4章 基本方針(３)次代へ

なぐ文化財の継承と活用、施策①時

代へつなぐ文化財の継承と活用」の

「課題」において、「「福永家住宅」、

「鳴門板野古墳群」、「板東俘虜収容

跡」など本市が有する文化財の周知

と公開活用、学習機会の増加を図る

ことが求められています。」としてお

り、「福永家住宅」の継承と活用が必

要である旨を説明しており、頂いた

ご意見の趣旨につきましては、含ま

れていると考えておりますので、表

記については案のとおりとさせてい

ただきます。 

 

 Ｂ 

 

第４章第１「自ら学ぶ力を育む教育の推進」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

1 

個人の力の追求・向上、自分を超える

ことに主眼を置き、自己実現は他者を

だし抜くことではない。学びを楽しむ心

の育成を追加、力だけでなく心に言及

する。学ぶ力とは、子どもたちを育むだ

けでなく、公正で公平な社会を育むも

のであることを定義する。 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、学ぶ意欲の向上につながるキ

ャリア教育の充実を図るとともに、

非認知能力を伸ばすことにより自ら

主体性をもって学ぶ態度を育み、学

びに向かう力を高めることとしてお

り、表記については案のとおりとさ

せていただきます。 

Ｃ 

2 

学ぶ力は、幼児期に健やかな生活が

過ごせているかに大きな影響があるの

ではないか。子育て支援のため、男女

を問わず職業選択(主婦・主夫も職業と

定義する)ができる支援をしてほしい。 

 

本市では、令和４年度から７年度

までの４年間を「子育て世帯定住促

進施策の集中実施期間」と位置づ

け、結婚・新生活、妊娠・出産、就学前

から高校、住宅取得の各ステージの

子育て世代を包括的にサポートする

「なるとまるごと子育て応援パッケ

ージ事業」をスタートしています。今

後も本事業をより充実させていきた

いと考えております。 

 

Ｃ 
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3 

オンライン授業を活用し、集団学習か

ら個別の進捗度に合わせた学習、いつ

でもどこでも受けられる授業を推進し

てほしい。 

語学より、基礎的な情報(プログラミ

ング)と会計(簿記)を義務教育の推進

に注力してほしい。 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、ＩＣＴを積極的に活用し情報活

用能力の育成を図るとともに、オン

ライン授業など、一人１台端末環境を

効果的に活かしたデジタルならでは

の学びを推進することとしており、

頂いたご意見につきましては、今後

の取組の参考とさせていただきま

す。 

Ｃ 

4 

私が確認したところ夜８時をすぎて

電気がついている（週２回以上）学校が

ある。（その学校は土曜・日曜・祝日も出

勤している様子である）。 

先生の過度な時間外在校等時間をな

くすためにも先生自ら縮減するのが望

ましいが、中々難しいのが現状のよう

である。 

そこで、「（5） 学びをつくる教職員の

資質向上、施策② 学校における働き方

改革の推進」の「主な取組」に「市教育委

員会が各学校を不定期に巡回し、夜遅

くまで在校していないか、土曜日・日曜

日・祝日に不必要に在校していないか

確認をし、必要があれば学校長を含め

て時間外在校時間の縮減に向けての話

し合いを行い、過度な時間外在校時間

が発生しないよう取り組みます。」のよ

うな内容の取組を加筆してほしい。 

 現在各学校および市教育委員会が

ともに、「学校の業務改善に向けた環

境整備を進めるとともに、教職員が

勤務時間や心身の健康管理、働きが

いを意識した働き方改革」に取り組

んでおり、今後も「主な取組」に記載

している施策等を実施し、今後も学

校における働き方改革を推進してい

くこととしております。 

頂いたご意見にある現状について

は確認し、改善にむけて取り組んで

まいりますので、表記については案

のとおりとさせていただきます。 

C 

 

第４章第2「おもいやりの心を育む教育の推進」」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 
道徳教育として、利他主義の精神を

子供に考えてほしい。 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、人間や自然に対するやさしさ

やおもいやりの心、畏敬の心、規範

意識など豊かな人間性の基盤となる

道徳性を養うことができる心に響く

道徳教育に取り組むこととしてお

り、利他心のみならず、幅広く道徳心

を涵養することを趣旨としておりま

すので、ご理解いただければと思い

ます。 

Ｃ 
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２ 

いじめとは、「陰湿に、悪口をいい、

もだえ苦しませること」力（言葉の暴力

等を含む）によって、自分の正義を同調

圧力等を悪用し、人に強要する行為で、

恥ずかしい行いであることを、 

社会全体のいじめ根絶都市宣言として

継続的に発表・広報する。 

他者との競争に勝つことでなく、切

磋琢磨をすることで、今の自分を超え

ることに目を向け、「思いやりのある偉

い人」、周りにとってなくてはならない

人を力の有無にかかわらず偉い人とし

て、みんなの周りの偉い人として発表

する場を増やしてほしい。 

いじめが発生するのは、自分の正義

で他人を圧迫することを正義としてい

るからであり、正義が人それぞれに違

いがあることを理解し認めること、人を

正義で支配しようとすること、力(権力、

暴力、お金、知恵)を利己的に使うこと

の危険性(恥ずかしさ)を子どもたちや

大人にも偉い人から周知してもらう。 

 

 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、「いじめの未然防止と早期対

応」に取り組むこと、また、すべての

教育活動を通して、規範意識の醸成

と自他のいのちを守り育てることが

できる子どもの育成に努め、いじめ

を見逃さない学校づくりに取り組む

こととしております。頂いたいじめ

問題などについての具体策に関する

ご意見につきましては、今後の取組

の参考とさせていただきます。 

Ｂ 

 

第４章第３「健やかな身体を育む教育の推進」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

授業はオンライン学習を活用すると

ともに、部活動の指導者、個別に児童生

徒を指導する人員を外部人材（退職教

員や高齢者、教育大学生等)として登用

し、教師の負担軽減を推進してほしい。 

 

 「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、教員の働き方改革を推進する

ため、ICTを活用した授業を進める

とともに、中学校部活動の地域移行

について、地域や各校の実情に応じ

た地域移行のあり方を検討し、部活

動改革を進めることとしており、頂

いたご意見の趣旨につきましては、

含まれていると考えております。 

Ｂ 
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2 

市の学校給食に使用する食材につい

ては、地産地消の推進のもと、地場産物

の活用に努めている。給食を食べてい

る子の保護者には食材が地場産物であ

れば安心するところであるが、「外国

産」の食材があれば、ちょっと心配する

保護者も少なくないと思われる。（外国

産の食材でなければ購入できない場合

もあるかとは思うが）。 

そこで、「（4）学校給食をはじめとす

る地産地消と食育の推進」の「主な取

組」の最終項の「市内産の農水産物を学

校給食に取り入れるなど、地産地消を

含めた食育に積極的に取り組みます。」

のあとに、「なお、外国産の食材を使用

した際は、「給食だより」等でその旨を

お知らせします。」を加筆してほしい。そ

のことにより、保護者もどのような食

材に外国産を使用しているのかが、よ

くわかると思われる。 

学校給食の食材については、流通

量やコスト面等から全てを国内産で

調達することは困難であり、収穫時

期などを考慮しながら、できる限り、

市内産、県内産、国内産、外国産の順

に優先順位を付けて購入を行い、地

産地消を推進しているところです。

（外国産を使用する場合でも、原産国

を指定するなど安全面に留意してい

ます。） 

ご意見は、事業実施段階における

提案であり、学校関係者や保護者等

で構成する「鳴門市学校給食献立作

成及び食品選定委員会」の意見も伺

いながら、参考にいたします。 

 

Ｃ 

 

第４章第4「郷土愛を育む教育の推進」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

郷土を愛するとは、①として故郷で

人生がすごせる、生きたい場所がある

ことであり、そのためには、収入源(職

業)と消費先(商店や施設等)が必要で

ある。②として、住むところが変わった

としても、郷土を想っていることである

ため、市からの継続的な情報発信と想

いの発揮場所の創出が必要である(ふ

るさと納税の紹介等)。 

教育においては、「第二期鳴門市

教育振興計画」において、身近な地

域の自然や歴史、文化、伝統産業等

に親しむことができる学習機会の充

実を図り、郷土を誇りに思う心や郷

土を愛し大切にする心を育む教育を

推進し、子どものころから、郷土愛を

育む教育を実施することとしてお

り、仕事づくりやふるさと納税等に

ついては、「鳴門市総合計画」におい

て推進をしております。 

頂いたご意見につきましては、今

後の取組の参考とさせていただきま

す。 

Ｂ 
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第４章第5「まちぐるみの教育の推進」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

現在の学校教育の問題点は、内部か

ら変革することは困難であり、遅延する

点だと考える。一定の国の指針に沿う

形にした上で、アメリカの制度を参考に

し、PTA を生徒会等と連携させ教師の

補助機関ではなく、PTA が教師を雇用

している形態に変更し、子どもの望み

に柔軟に対応できる教育制度にできる

よう組織改編してほしい。また、広く周

知し、保護者の参加を促し、教師と保護

者、住民の協力関係の強化を図ってほ

しい。 

教育制度に関するご意見は学校教

育法などに関わるため実現困難です

が、地域との関わりについては、「第

二期鳴門市教育振興計画」におい

て、市では「学校運営協議会制度」い

わゆる「コミュニティスクール」、学校

と保護者や地域の皆さんがともに知

恵を出し合い、学校運営に反映させ

ることで、一緒に協働しながら子ど

もたちの豊かな成長を支え、「地域と

ともにある学校」づくりを進める仕

組みを推進しております。頂いたご

意見につきましては、今後の取組の

参考とさせていただきます。 

Ｃ 

2 

「基本方針（2）鳴門教育大学との連

携・協働の推進、施策①学園都市化構想

の推進」において、平成２５年２月に鳴

門市、鳴門市教育委員会、鳴門教育大学

の３者で「鳴門市学園都市化構想協定」

を締結して鳴門町をモデル地区として

就学前教育・保育、学力向上、生徒指導

等6項目について取組を進めていると

ころであると思われる。この施策にお

ける「現状」のうち、4 項目～7 項目の

学生・院生ボランティアによる「鳴門市

部活動等支援サポーター派遣事業」等

は、鳴門町のみで実施しているものか、

鳴門町のみならず鳴門市全域で実施し

ているものか、を加筆するとよりわか

りやすくなると思う。 

頂いたご意見につきましては、事

業実施段階である、各サポーターの

募集要項に記載し募集等を実施して

おります。今後につきましても、頂い

たご意見を参考にしならがら、学生

等にわかりやすい表現で事業を推進

してまいりますので、本計画におけ

る表記については、案のとおりとさ

せていただきます。 

Ｃ 
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第４章第6「これからの時代に対応する教育の推進」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

自動翻訳機能が完成しつつある現在

において、外国語教育・国際理解教育は

全く別の存在である。語学教育は学問

として外国語を理解する上で必要です

が、国際(外国)を理解する教育には無

駄な努力である。 

受験勉強として必要なものだけに、

一部選択科目として授業数を増加させ

ること、外国に興味を持つためのきっ

かけとしてだけの意味しかないのでは

ないではないか。 

 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、「外国語教育・国際理解教育の

推進」として、グローバル化が進展す

る未来を生きる子どもたちに、確か

な英語力や異文化の理解、豊かなコ

ミュニケーション力を育むことが求

められている中、未来にはばたく子

どもたちが、確かな英語力と豊かな

コミュニケーション力を身に付ける

ことができるよう、発達段階に応じ

た外国語教育・国際理解教育を推進

することとしており、外国語教育と

国際理解教育が相反するものではな

く、相互に教育すべきと考えており

ますので、表記については案のとお

りとさせていただきます。 

C 

 

 その他具体的な課題及び取組に関する意見と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

1 
高齢者等の教育の担い手としての現

役化促進制度を創設してほしい。 

「第二期鳴門市教育振興計画」で

は、高齢者施策、人生100年時代に

おいて、これまでの経験や能力を生

かし、地域教育を支える貴重な人材

として活躍していただける場を提供

するなどに取り組むこととしてお

り、頂いたご意見につきましては、今

後の取組の参考とさせていただい

きます。 

Ｃ 

2 
鳴門市で納税することで返済不要と

なる奨学金制度を設立してほしい。 

「なるとまるごと子育て応援パッ

ケージ事業」において、「子育て応援

手当」として、高校生相当の子どもを

養育する家庭に対し、一人あたり年

間3万円を給付することとしており

ます。また、同事業の一つとして、就

学援助を受給できる世帯における高

校入学前の中学３年生を対象に、奨

学金１０万円を支給することとしてお

り、市民の皆様の高校進学を支援し

ており、今後も子育て支援施策の充

実に取り組んでまいります。 

C 
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3 

個別学習の導入により能力を育てる

ことと、職業訓練を早期導入してほし

い。 

中等教育の目標を明確に、社会人にな

るための教養・人格の形成に設定してほ

しい。 

 教養・人格の育成のために学業に興味

を持たせるための授業を主体としてほ

しい。 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、「学力向上の推進」として、発達

段階に応じた学びの自覚化を図る授

業改善を進めるとともに、個別最適

な学びの充実や基本的な学習習慣の

確立を図り、学力の確実な定着に取

り組むこととしております。 

また、「学びに向かう力の育成とキ

ャリア教育の推進」として、学ぶ意欲

の向上につながるキャリア教育の充

実を図るとともに、非認知能力を伸

ばすことにより自ら主体性をもって

学ぶ態度を育み、学びに向かう力を

高めることとしております。 

頂いたご意見につきましては、今

後の取組の参考とさせていただい

きます。 

Ｃ 

4 

算数や数学、物理学を早く深く学ぶた

めの勉強方法の研究を鳴門教育大学に

委託するとともに、(仮)数理教育研究所

を設立してほしい。また、小中学校での

課外授業や部活動としての連携・活用を

実施してほしい。 

「第二期鳴門市教育振興計画」にお

いて、「鳴門教育大学との連携･協働

の推進」として、地元に教育大学があ

る強みを生かしたこれまでの取組の

さらなる推進・充実に取り組むとと

もに、児童生徒の大学訪問等の「鳴門

ならでは」の新たな連携･協働の取組

を進めることしております。 

また、「学園都市化構想の推進」と

して、鳴門教育大学との連携のもと、

学生・院生によるボランティアを、就

学前教育・保育、学力向上、課外活

動、特別支援教育等様々な教育分野

において、今後も継続・充実し、教育・

保育現場を支援することしておりま

す。 

頂いたご意見につきましては、今

後の取組の参考とさせていただい

きます。 

Ｃ 
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5 

鳴門市内の中高を現在のまま一貫校

として定義させ基本的に受験をなくし、

早期に一般的教育を修了させ、受験準

備、専門教育や選択科目の授業時間数を

確保する。現在、高校へほぼ全員が進学

するため、受験制度による足切りは必要

なく、受験勉強に使う時間が不要とな

る。 

ご意見いただいた内容につきまし

て、現状の制度におきましては難し

いこととなります。市としましては、

本市の子どもたちにとって、真に公

平で進路選択の機会が十分に保障さ

れた入試制度が実現するように県に

対して働きかけていくとともに、受

験する子どもたちへの対応につい

て、引き続き適切に実施してまいり

ます。 

C 

6 

世帯間収入差による教育格差が発生

してしまうのを軽減するために、抜本的

な制度改革を市民と共に考える場を定

期的に開催してほしい。例えば、子ども

の希望する進学に合わせた個別教育は、

学校における教育では困難であると考

えるため、学校と複数の民間塾等との間

において業務提携することにより、安価

できめ細かい教育を受けることができ

る制度を導入できないか。 

 

「第二期鳴門市教育振興計画」に

おいて、「学力向上の推進」の取組

として、「学力向上実行プラン」の作

成・実施を通じて、学校ごとに教育

活動の検証・改善を一層進めるとと

もに、各種学力向上施策を実施し、

学力の確実な定着に取り組むこと

としており、今後も子どもたち一人

ひとりの学力向上施策に取り組ん

でまいります。頂いたご意見につき

ましては、今後の取組の参考とさせ

ていただいきます。 

C 

7 

学歴でなく、職業適正でより若年で就

職する道を広げることで、生涯賃金の格

差を是正してほしい。職場、学校と職業

安定所を密接に連携させ、職業訓練など

を充実させる。鳴門市内において、若年

で十分な収入を得ることが、有効な少子

化対策につながるのではないかと考え

る。 

各中学校において進路相談等を実

施し、生徒の個別の適正に応じた進

路指導をしており、今後も適切に取

り組んでまいります。頂いたご意見

につきましては、今後の取組の参考

とさせていただいきます。 

C 
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8 

市としては、子どもたちの進学先とし

て、県内の大学、専門学校等を有効に活

用することが、費用負担を子供の借金に

しないためにも重要である。 

大学等に働きかけ、県内学生の進学枠

を大幅に増加させる。受験勉強から進学

後の勉強を早く始めるための支援をし

てゆく方が効率的である。 

全教科、早期の高校卒業程度の理解を

目指す、個別の対応としては受験対応も

良いのではないか。 

主としてはインターンシップ等を活用

し、進学・就職先と連携、推薦枠(大学が

欲しい人材と進学した人材のマッチン

グ)により不必要な勉強時間を削減す

る。 

現在の文部科学省主導の教育制度を

他の先進国の教育と比較し、必要性を検

討し、結果について公表する。 

 

 ご意見いただいた施策提案内容に

つきましては、県や国の政策であり、

市として実施していくのは難しいも

のであると考えられます。 

 今後も県や国と協議しながら、より

教育環境づくりに努めてまいりたい

と考えております。 

Ｄ 

 


